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第２章 お墓は見える所より、見えないところが大切 
  

皆さんがお墓を建てようと考えた時、「どんなお墓にしようか？お寺さんはどうしようか？」と、あれこれ考えられると思い

ます。お墓には形や儀式など目に見える所と、目には見えないけれど、あなたや家族にとって重要なポイントが隠されて

いるのです。 
  

 パソコンで言うと、ハードウェアとソフトウェアのようなものだと思っていただければ、わかりやすいと思います。 
  

 私たち石材業者は、そのハードウェアを作る専門家なので、お墓のことを聞かれると、つい自分たちの専門分野の話

ばかりを多くしてしまいます。 

 宗教の専門家のお坊さんたちも、その宗教団体の供養の方法や儀式的な話が多いように思います。 

 また、お墓の本があったとしても、内容が哲学的で理解するのがとても難しい書物だったり、墓石の作り方で家運が上

がるとか下がるとか、少々オカルト的なものだったりするものも、多く見かけます。 
  

 残念ながら、これからお墓を使用される方の立場になって「お墓とは何か」と、真の目的をわかりやすく語られる方や書

物がとても少ないのが、今の現状なのです。 

 いくら立派な石碑を建て、立派な儀式を行ったとしても、お墓を使用していく人たちが、お墓の使用目的や自分たちの

考え方、心の持ち方を理解していなかったとしたら、先でも述べましたが、お墓に対して価値を感じることはありませんし、

逆にお墓が面倒な代物になってしまいます。 
  

 今からお墓を使用される方にとっては、お墓のハード部分より、見えないソフト部分がとても重要になってきます。 

 せっかくお墓を作るのであれば、ご自分のお墓の意味を少し深く考え、あなたたち家族で、お墓の力をうまく引き出すこ

とができれば、同じ墓石でも家族にとってはとても価値のある、宝物に変わっていくと思います。 
  

 そして、あなたや家族が幸せな人生を送る、大きなきっかけにもなると思います。お墓はいくら素材や形が良くても、中

身がないと単なる高価な石の固まりにすぎないのです。 

誰も教えてくれないお墓の力（ちから） 今野栄一朗 著 

石屋で遊ぼう！石屋で学ぼう！ 開催内容（予定） ※一部参加費がかかります。 

・積石遊び（ロックバランシング） 

・工作「ミニ天然石燈籠」 

・工作「天然石一輪挿し」 

・工作「本立て」（仮） 

・工作「文字彫刻・イラスト彫刻体験」 

  

昨年は小学生、中学生と保護者のみなさんにご参加いただいて、暑い中楽しんでくれて

いた姿が印象的でした。 

その時に好評だった上記の企画と新企画も少し追加して今年もまた開催します！ 

保護者の方同伴となりますが、お気軽にご参加いただけると嬉しいです。 

自由研究の題材としても、ご利用下さい。 

  

開催予定日 ２０１８年８月１１日（土・祝） 

※申し込み連絡やお問い合わせは当社まで  TEL ０２５－３８６－３４９１ 

昨年初開催し、好評だった夏休みイベントを今年も『第二回 

石屋で遊ぼう！石屋で学ぼう！』として開催します♪ 

第４号で紹介させていただきましたこの小冊子について、１章ずつ内容を抜粋して連載しております。 

石屋で遊ぼう！石屋で学ぼう！ 

 「豊栄市・閉市記念碑」とは嘉山にある新潟市北区文化会館の前

に建っている大きな２つの碑の事です。 

平成１７年３月２１日の平成の大合併により、現在の新潟市が誕生

し、豊栄市は新潟市北区となりました。それに伴い豊栄市の名称は

無くなってしまったのですが、その歴史を石に刻み、残すべく記念碑

が建てられる事となりました。 

 

 この記念碑には豊栄市民にとって最も馴染み深い銘石である草

水石（旧安田町産：現阿賀野市保田地区）の原石を使用しました。 

重さ１６ｔもある大きい方の碑には表に、故・弦巻松陰先生の豪快な

「榮豊」、裏には最後の豊栄市長であった、故・小川竹二氏の撰文

による「誇るべき豊栄市民の歴史」が彫られています。 

当社社長も豊栄で生まれ育ちましたので、この「榮豊」を彫るにあ

たって、思い入れもあり、こだわってこの文字を手彫りで彫刻する仕

事をさせて頂きました。 

 小さい方は（同じく草水石・原石２．０ｔ）、これも小川竹二氏の撰文

で、小黒五稜先生の揮毫による文を浮き彫りしています。 

 

 除幕式は新潟市との合併に先だっての平成１６年１１月６日に関

係各氏と記念植樹する市民の方々の出席のもと行われました。 

 

 このような歴史を残せる仕事に関わられた事を誇りに思いますし、

感謝の念にたえません。大勢の皆様、本当にありがとうございます。 

【齋藤 美代子】 

平成１６年１１月６日の除幕式の様子 

後ろに見えるのは葛塚中学校の旧校舎 この場所は一度

公園となった後、新潟市北区文化会館が建設されました。 

豊栄市・閉市記念碑のはなし 

現在の記念碑（新潟市北区文化会館前） 

文化会館建設時に一度取

り外し移設した為、除幕式

当時とは設置場所と向きが

若干変わっています。 

小さい方の記念碑 

碑文として 

『２１世紀の初め、私たちは環日本海諸国

の一員として、交流の海に向け、この地よ

り船出をします。 

 私たちは「地域コミュニティ」という船に

乗り、皆で力を合わせ、そして、自らも力

を尽くし、こころ豊かに栄える島を目指し

て、漕ぎ出します。』 

と記されています。 

この冊子の紹介はこの先も続きます。お読みいただくと新たな気づきが得られ、とても腑におちる話と思います。 

こうご期待下さい。 

※冊子をご希望の方はお気軽にご連絡ください。 

・石割り見学（体験） 

・手仕上げ工程見本展示 

・石材端材青空マーケット 

・工場見学 

・お墓・仏事よろず相談所  など 

大きい方の記念碑 

表面には「榮豊」、裏面の「誇るべき豊栄市民の歴史」にはこの地域の地形がどの様

にして形成されたのかと言った地学的な説明や、福島潟の干拓から始まるこの地域の

フロンティア精神と歴史が記されています。また、上部にあるのは豊栄市の市章。カタ

カナの「トヨ」の字を福島潟で取れる「菱の実」からとった菱型にデザインされています。 


